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論   文   の   要   旨 
 
Cr(VI)は強い毒性を持ち、生体への発癌性や肝臓障害(肺の鬱血)、皮膚のかぶれを引き起こす環境リスク











果は、天然赤玉土を利用した Cr(VI)の初期濃度 46.6 mg/l の場合の Cr(VI)吸着は 180 分で平衡に達成した。
ｐHの調整なしの場合の吸着率は 46.8 %に対し、ｐHを 2に調整した場合の吸着率は 73.8 %まで増加したこ
とが分かった。天然赤玉土を利用した場合、最適初期 pH は 2 で最も高い六価クロムの除去能力を示し、吸着
剤の使用量 5 g /ｌ、初期 Cr(VI)濃度 50.0 mg/ｌの場合の最大吸着量は 4.29 mg/ｇであった。平衡データは
Langmuir 等温線より Freundlich 等温線によく適合したことから、吸着のメカニズムは静電気吸着が優位的
吸着プロセスであることが分かった。他の鉱物と比べ、天然赤玉土はよい Cr(VI)の吸着性能を示した。 
さらに、吸着の初期 pH の範囲を広げるため、HCl 沈着法で赤玉土の改善を行い、改善した赤玉土（HMAC）
を利用して水中の六価クロムの吸着を行った。初期 pH、吸着剤の使用量、他の共存金属イオンの吸着への影
響について回分式実験によって検討した。初期 pH 2-11、初期 Cr(VI)濃度 112.5 mg/ｌ、吸着材の使用量 5 g 
/ｌ、24 h の接触時間で吸着能力は天然赤玉土の 4.29 mg/ｇに対し、7.31 mg/ｇまで向上させた。動力学的
データの解析により吸着メカニズムは主として化学吸着プロセスであることが分かった。Langmuir 等温線





鉄で改善した赤玉土 FMAC を利用した結果、pH が六価クロムの吸着へ与える影響は殆どなく、吸着能力は大




の廃水浄化実験を行った結果、初期 Cr(VI) 濃度 28.24 ｍｇ/ｌ、ｐH 9.2、吸着剤使用量 5 ｇ/ｌ、接触時
間 4 ｈの条件で Cr(VI)の除去率はそれぞれ 23.1 %、 38.9 %、94.5 %であった。吸着材の Cr(VI)吸着量はそ


















平成 25 年 6 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
